
 

Ⅱ 生乳の生産数量の目標並びに乳牛及び肉用牛の飼養頭数の目標 

生乳の生産数量の目標並びに乳牛及び肉用牛の飼養頭数の目標については、Ⅰの第１に定

める生産基盤の強化や収益力の向上の取組を推進するとともに、家畜衛生対策や畜産環境対

策など、酪農・畜産が抱えている諸課題が解決された場合に実現可能な目標として設定しま

す。 

 
１ 生乳の生産数量及び乳牛の飼養頭数の目標 

生乳の生産量の目標については、道内向け飲用牛乳の供給拡大と乳製品向け用途への安

定供給を前提に、経産牛頭数の維持と経産牛１頭当たり乳量の増加を見込み設定します。乳

牛の飼養頭数の目標については、目標年度における酪農家戸数や経営規模の拡大を見込み

設定します。経産牛１頭当たり乳量の目標は、良質な自給飼料の確保を基本に、乳牛改良の推

進、乳牛の能力を最大限発揮させるための基本的な飼養管理の徹底等を見込み設定します。 
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※経産牛１頭当たり年間搾乳量及び生乳生産量は、乳牛検定を受け集乳された乳量と

なっています。 

 

２ 肉用牛の飼養頭数の目標 

肉用牛の飼養頭数の目標については、経産牛の飼養頭数の増加や性判別精液の利用率等

の動向を踏まえつつ、哺育・育成センターの活用、肥育技術の普及等による市内肥育頭数

の拡大のほか、受精卵移植などの活用による乳牛からの黒毛和種生産及び繁殖雌牛の増頭、

黒毛和種精液を活用した乳牛からの交雑種の生産等を見込み設定します。 
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